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研究成果の概要（和文）：発達障害児の育児支援において、親自身の成長や父親を対象とするプログラムはほぼ
ない状況である。そこで、父親の特徴（コミュニケーション力、対人関係を築く力・対人関係を保つ力、意識・
情緒・行動パターン）に応じて、父親がより良く育児に関われるための育児支援プログラムの開発を目的とし
た。その結果、プログラム要素の抽出のための尺度開発と有効なプログラムの構成を見い出すことができ、発達
障害児の育児における父親の個の要素の必要性が明らかとなり、子育てスキルだけでなく個人要素も含めた育児
支援プログラムを考案することができた。

研究成果の概要（英文）：In child care support for children with developmental disabilities, there 
are almost no programmes targeting parents' own development or fathers.
Therefore, the purpose of the study was to develop a child care support programme for fathers to be 
better involved in child care according to fathers' characteristics (communication skills, ability 
to establish and maintain interpersonal relationships, and awareness, emotional and behaviour 
patterns).
As a result, it was possible to develop a scale for extracting programme elements and to find an 
effective programme structure, which clarified the need for fathers' individual elements in child 
care for children with developmental disabilities, and to devise a child care support programme that
 included not only child care skills but also individual elements.

研究分野： 公衆衛生看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
発達障害児の成長・発達を促すためには、父親自身が、人間的に成長・発達し、発達障害児の成長を支えるサポ
ーターとして成長するために、父親を対象とした支援プログラムが必要であること、プログラムを実施する上
で、育児を担うために必要な父親の能力（コミュニケーション力、対人関係を築く力・保つ力、意識・情緒・行
動パターン等）に配慮する必要があり、これらを網羅するプログラムの開発は、父親がより良く育児に関わり、
子どもや配偶者と良好な関係性を構築につながり、家族基盤の安定・強化となる。また、父親の育児困難感の軽
減や、発達障害児の成長・発達を促進することに寄与できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
発達障害児の育児は育児不安も負担も特徴的であり、家族に手厚い支援が必要とされる。厚生労
働省は、発達障害者支援法(H16)に基づき、発達障害者やその家族への支援を推進し、ペアレン
トトレーニング等の実施に加え、発達障害児者の家族同士の支援の推進等、家族支援が強化され
その重要性は高い。 
一方で、現行の家族支援は、発達障害児との関わり方を学ぶペアレントトレーニング等が実施さ
れている。しかし、現在、親の成長を促す支援は少なく、親は経験から手探りの状態で育児に奮
闘している。一方で、親にも発達障害の特性が見受けられるという話題が多く提供されており、
その大半は自身の特性を認識せず育児に困難さを抱え、結果、子どもの健やかな成長・発達を阻
害すると共に、親も充実した子育てができない状況に陥っている。また、発達障害児の育児は、
定型発達児の育児と比較すると不安も負担も特徴的で、父親として不全感を感じやすいとの報
告がある。子育てを通じて父親として成長するために支援が必要とされる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、未就学の発達障害児をもつ父親が自身を理解し、育児を通して配偶者や子ども等と
の関係性を学び直し、良好な関係性を築く。そして、家族基盤を安定させ、発達障害児の成長・
発達の促進に寄与するために、父親の「子どもへの関わり方の特徴」に応じて、父親がより良く
育児に関われるための育児支援プログラムの開発とその効果を明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 父親向けの「子どもへの関わり方の特徴ツール」の作成のための質的調査の実施 
父親たちの育児傾向を把握することを目的に発達障害児の父親と定型発達児の父親、療育セン
タースタッフを対象にインタビュー調査を実施し、質的なデータ収集を行い、内容分析を行う予
定で調整を行っていた。しかし、多くの自治体や療育施設から承諾をいただき実施が決定してい
たが、COVID-19 の蔓延により調査の延期を繰り返したのち、中止を余儀なくされ、インタビュ
ーに変わる調査の方法(オンライン面談等)検討することとした。 
 
(2) 再検討した質的調査の実施と変更 
Zoom を活用したオンラインインタビューに変更しデータ収集の再実施に取り組んだ。 
COVID-19 が落ち着いた頃、発達障害児の父親 4 件に調査協力の承諾を得ていたが状況が悪化す
ると全てキャンセルとなり実施できず。療育センタースタッフも感染状況が悪化すると同時に
平常時よりも施設利用者の対応に手がかかるとの理由で断られ実施できなかった。 
インタビューでのデータ収集は、困難と判断し仮説を再検討した。 
【仮説の変更】 
家族機能が十分に働いている家族は、困難さを抱きやすいといわれる発達障害児の育児も担え
ると設定した。仮説に基づき、母親含めた家族機能や子供へのポジティブな影響等にも視野を広
げ、論文や先行研究から関連性や影響、成果など収集し、家族機能が十分に機能している父親の
特徴を見出すことで父親の特性を確認する尺度項目を作成した。 
 
(3) 仮説「家族機能が十分にはたらいている家族は、困難な育児と言われる発達障害児の育児を
担い、児の成長・発達を促すことができる」検証のための調査 
調査１：長野県発達障害サポートマネージャーと県内療育施設の専門職(11 名)へのインタビュ
ーを実施し内容分析を行った。 
調査２：定型発達児を持つ夫婦を対象としたオンラインアンケート調査の実施。調査１で得られ
た発達障害児の育児をうまく担っている父親の自己理解項目(40 問)と、育児ストレス、コーピ
ング、ハーディネス等、家族機能を高め育児に必要な要素を既存の尺度を用いてアンケート調査
票を作成し、10 大項目 110 問の調査を行い、206 組の夫婦から回答が得られた。 
 
(4）父親の自己評価・母親の他者評価による実施と各因子の影響確認 
知的障害を除く発達障害と診断を受けている、もしくは療育などの支援を受けている 2 歳から
12 歳までの子どもの両親 53 組の夫婦のペアデータを収集した。収集したデータを元に父親に関
する自己理解項目、育児に必要な要素に関する項目の因子分析を行い尺度に必要な項目を検討
した。加えて、ストレスコーピング尺度、レジリエンス尺度、育児ストレス尺度(Parenting STRESS 
Index:PSI)を追加し、父親の個人要因や父親としての要因を明確に示すことができる項目を追
加し、必要な要素項目を強化させた。同時に、父親の影響を評価するために、配偶者の育児スト
レスの測定と発達障害児の成長発達・問題行動の低下を Strength and Difficulties 
Questionnaire(SDQ)=子どもの強さと困難さアンケートを用いて効果測定をした。これらの結果
を用いて共分散構造分析を行い、父親の状態が子供の成長発達と配偶者の育児ストレスにどの
ように影響するのかモデルを構築し、妥当性と信頼性を検証した。 



４．研究成果 
(1) 仮説「家族機能が十分にはたらいている家族は、困難な育児と言われる発達障害児の育児を
担い、児の成長・発達を促すことができる」の検証 
その結果、発達障害児の育児をうまく担えている家庭と困難さを抱える家庭の父親の特徴、子ど
も・配偶者・支援者等への影響を抽出し、構成する６カテゴリーと下位項目 40 項目が生成され
た。その結果を元にそれらの関連性を構造的に示した。父親自身の性格や意識、思考、コミュニ
ケーション方法などが含まれる 40 項目を自己理解に必要な項目「自己理解項目」が明らかとな
った。(Table1) 
 
Table1.Factor loadings for 34 paternal   (2) 育児をうまく担っている父親の特徴項目 
characteristics obtained by main factor    父親の自己理解項目(40 問)と育児ストレス、
analysis and promax rotation         コーピング、ハーディネス等、家族機能を高  

め育児に必要な要素を既存の尺度を用いてア
ンケート調査を実施した。 
育児をうまく担っている父親の特徴項目の因
子分析を行った結果、４因子構造 34 項目で妥
当性が得られた。また、夫婦間のペアデータを
比較したところ、結果の相違がほぼ見られなか
ったため、信頼性がある結果が示された。
(Table2-5) 
 
Table2.Factor analysis results for items 
related to good family functioning 

 
 
 

 
 
 
 



Table3.Results of subscale correlation 
 
 
 
 
 
 
Table4.Effect of four-factor results of    Table5.Effects of four-factors evaluated  
fathers' own rating on spousal stress(PSI) by spousal husband on spousal stress(PSI) 
 
 
 
 
 
 
 
 
（3）育児をうまく担っている父親が発達障害児や配偶者に及ぼす影響の検証 
父親の影響を評価するために、配偶者の育児ストレスの測定と発達障害児の成長発達・問題行

動の低下を Strength and Difficulties Questionnaire(SDQ)=子どもの強さと困難さアンケート
を用いて効果測定をした。共分散構造分析の結果、父親の状態が子供の成長発達と配偶者の育児
ストレスにどのように影響するのかモデルを構築した結果、モデルとしての適合度はやや低い
ものの、父親の状態が良いと発達障害児の問題行動（多動/衝動性）が減少することに関して有
意な結果が証明された。また、配偶者が子どもの SDQ を評価した結果と同様の傾向を示した。ま
た、配偶者の育児ストレスにおいてもストレスが減少することが数値的に示された。そして、父
親の状態の中でも、父親の自己理解に関する項目がその他の項目よりも高い相関を示したこと
から、父親が自己理解する必要性が示唆された。(Fig1) 
 
Fig1:子育てがうまくいく要因と子どもの問題行動(多動/衝動性)、配偶者へのストレスへの影響 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
(4）育児支援プログラムの考案 
(1)-(3）の成果を元に、新たな父親向けプログラムの構成を以下図のように考案した。 
父親に必要な発達障害児の育児に必要な知識と情報をオンデマンドで事前に学習した後、ま

ずは父親自身を振り返り理解するセッションを行い、子育てに向き合う自分を理解する。対面セ
ッションで検討した後に、自宅に帰り自身で改めて理解を振り返るための課題に取り組み、次回
のセッションに臨む体制をつくり、父親自身が自身の思考や意識等の特徴を理解した上で父親
として必要なスキルや担うべき役割を考え積み上げて行く。これを、配偶者と共有することで家
族機能の強化に寄与し、今までの支援プログラムでは介入されていなかった父親の育児力をエ
ンパワメントし発達障害児の成長を促進できることが期待できる。 
 
Fig2:発達障害児の父親向け育児支援プログラムの全体構想 
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